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研究成果の概要（和文）： タイプ標本は、種を定義する上で基礎的な資料であり、学術的に重要である。しかしなが
ら、日本の古生物学分野において、タイプ標本の所有者や保管場所の情報は、記載論文以降、更新されていない。その
後、タイプ標本が行方不明になったケースや、収蔵場所が変更になったケースも少なくない。また、タイプ標本の観察
は、主に分類学において不可欠であるが、タイプ標本の閲覧が容易でないため、若手研究者が分類学を敬遠する原因に
もなっている。
 そこで本研究は，日本産白亜紀アンモナイトを例に古生物タイプ標本の所在を確認するとと
もに、3Dスキャニングを行い、タイプ標本の3Dデジタルデータベースの構築を試みた。

研究成果の概要（英文）： Type specimens are fundamental resources for researchers. However, there is no 
easy way for researchers to make a search of specimens. Recently, many institutes publicized databases of 
digital images of paleontological specimens on the Internet. In particular, the 3D digital models are 
useful, because they give us sterical recognition of a specimen.
 Cretaceous marine strata which have yielded abundant ammonoids are widely distributed throughout Japan. 
Over 300 type specimens (Holotype, Lectotype and Neotype) of Cretaceous ammonoids are held in Japan. It 
is our aim to share on the Internat 3D digital models of the type specimens of Cretaceous ammonoids. I 
plan to put 3D digitalised images of the type specimens on the Internet. If this project spreads across 
catalogues and countries, it will contribute signicantly to many paleontological research felds.

研究分野： 古生物学・博物館学
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１．研究開始当初の背景 
(1)タイプ標本の所有者・保管場所の調査の必
要性 
タイプ標本は，国際的な規約（国際動物命

名規約および国際植物命名規約）によって、
博物館をはじめとする公的機関に保管され
るべきとされている。しかしながら、それら
の規約に拘束力がないため、過去に記載され
た新種においては、個人所有の標本が、その
ままタイプ標本に指定されている場合も少
なくない。 
古生物学分野においては、池谷ほか（2001

－2004）によって編集された「二十世紀に記
載された日本産化石の模式標本のデータベ
ース」で、日本で記載されたさまざまな分類
群のタイプ標本の大部分が、データベース化
されている。しかしながら、このデータベー
スは、記載論文中の情報を知ることができる
もので、公的機関所有の、また、個人所有の
タイプ標本の所在の再確認をしたものでは
ない。そのため，記載論文以降のタイプ標本
の所在の確認が必要である。 
 
(2)タイプ標本観察の利便性の向上の必要性 
分類学者たちは新種を発見した場合、記載

論文を執筆し、論文中に標本の写真またスケ
ッチを掲載してきた。近年の論文であれば写
真や印刷技術の向上により新種の特徴を鮮
明に表現することできる。しかし、過去の論
文においては、スケッチや写真の不明瞭さに
より形態的特徴が分かりづらいものも数多
い。 
近年では、電子論文化により、論文の収集

に関しては効率化されつつあるが、より確実
に標本の特徴を捉えるためには、タイプ標本
を収蔵している大学および博物館に足を運
び、直接、標本を観察するしかない。記載論
文の収集やタイプ標本の探索にかかる過度
の労力や時間は、若手研究者が分類学を敬遠
する原因にもなっている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、古生物資料の数ある分類群の

中で、白亜紀アンモナイトを例にして、タイ
プ標本の所在を確認するとともに、3D スキ
ャナーを用いて 3D スキャニングを行い、タ
イプ標本の 3D デジタルを収集し、データア
ーカイブを構築する。最終的に日本産の白亜
紀アンモナイトのタイプ標本の 3D データを
インターネット上に公開することを目的と
した。 
この取り組みによって、タイプ標本の所在

が明確になり、また、タイプ標本の簡易な閲
覧がインターネット上でできることで、分類
学などの基礎的な研究をはじめ、応用的な研
究の発展に結びつく。 
 
３．研究の方法 
日本は、白亜紀アンモナイトが多産するこ

とで世界的にも有名である。これまで多くの

研究者によって白亜紀アンモナイトが研究
され、登録されたタイプ標本（ホロタイプ、
ネオタイプ、レクトタイプ）は、300 標本を
超える。 
白亜紀アンモナイトのタイプ標本の多く

は、九州大学理学部および東京大学総合研究
博物館、東北大学総合学術博物館、国立科学
博物館などに所蔵されている。これらの各施
設に赴き、写真撮影や 3D スキャンを行う。
3D スキャナーは、米国製の NextEngine HD 
Pro を使用する。 
その後、ウェブページを作成し、インター

ネット上で日本産白亜紀アンモナイトのタ
イプ標本の 3D データを公開する。以上の試
みによって、タイプ標本の 3D データを誰で
もインターネット上で閲覧状態にする。 
 
４．研究成果 
（1）タイプ標本の所有者・保管場所の確認 
 日本産白亜紀アンモナイトについての記
載論文および池谷ほか（2001－2004）「二十
世紀に記載された日本産化石の模式標本の
データベース」による文献調査を行い、文献
上に記載されているタイプ標本（ホロタイプ、
レクトタイプ、ネオタイプ）の保管場所をリ
スト化した。このリストに基づき、大学およ
び博物館等に赴き、タイプ標本の保管状況の
確認を行った。 
 その結果、論文上に記載されている日本産
白亜紀アンモナイトのタイプ標本を338点確
認し、そのうち 257 点の所在を確認した。 
タイプ標本のほとんどは、大学および博物

館に保管されているが、一部は、個人所有の
状態になっている。個人所有のタイプ標本の
1点（Canadoceras tanii）については、所有
者にコンタクトを取ることができたものの、
所有者の事情により、タイプ標本の保管確認
をすることはできなかった。また、5 点に関
しては、株式会社（北海道炭鉱汽船株式会社）
の所有になっているものもあり、標本の保管
の状態が危惧されるが、本研究期間中に調査
をすることができなかった。 
一方、文献上は、個人所有になっているが、

調査の結果、公的機関に寄贈されている場合
もあった。北海道の化石愛好家らの所有にな
っている蝦夷層群産のアンモナイトのタイ
プ標本 6点（Ryuella ryu, Eubostrychoceras 
muramotoi, Eubostrychoceras 
densicostatum, Wellmanites japonicus, 
Marshallites virgatoides, Eomadrasites 
robustus）を九州大学理学部にて発見するこ
とができた。また、Parahoplites colossus
のタイプ標本は、記載論文に記述されている
保管場所（北海道立総合研究機構地質研究所
所蔵）から他の施設（中川町エコミュージア
ム）へ長期貸し出しされている場合もあった。 
タイプ標本の保管状態については、収蔵施

設において様々であった。標本の管理に関す
る十分な人員やコンピューター上でのシス
テムを構築している施設において、標本の探



索は容易であるが、人員やシステム管理が不
十分な施設においては、標本の探索に想定以
上の時間を費やすことになった。 
 
 

 
 
 
（２）タイプ標本の 3D デジタルデータ化 
文献上に記載されている日本産白亜紀ア

ンモナイトのタイプ標本を 338 点確認し、そ
のうち所在確認をした257点のすべてについ
て、一眼レフカメラにて写真撮影を行い、高
解像度の写真データを残すことができた。ま
た、同時に 3D スキャナーを用いて、3D スキ
ャニングを行い、225 点の 3D データを取るこ
とができた。3D データを取ることができなか
った 32 点については、資料のサイズが大き
なもの、形態が複雑なもの、または、資料の
保存状態が悪く 3D スキャニングによって、
資料を破損する恐れがあるものであり、これ
らについては、3D スキャニングを避けた。 
3D スキャニングによって得たタイプ標本

の 3D デジタルデータは、研究室にてデータ
処理を行い、すべてのアングルから 3D 表示
できる状態にした。しかしながら、データの
閲覧は、米国の Rapidform 社の専用ソフトウ
ェアーに限られるため、汎用性のあるソフト
ウェアーでの3Dデータの閲覧の難しかった。 
本研究の申請段階においては、VRMI ビュー

アーを利用することを想定していたが、より
汎用性の高い3D-PDFに変換することでAdobe 
Reader での閲覧を可能にした。オリジナルの
3D データは、SCN 形式のデータであるため、
これを STL 形式または、OBJ 形式に変換し、
さらに 3D-PDF コンバーター（tetra4D 社製）
を利用することで、PDF 形式に変換した。こ
れによって、フリーソフトである Adobe 
Reader 等を利用することによりアンモナイ
トのタイプ標本の 3D データを誰もが閲覧す
ることが可能になった。 
本研究期間中に 225 点のタイプ標本の 3D

データを取ることができたものの、3D データ
の処理に予想以上の時間を費やすことにな
った。そのため、データ処理が完了したのは、
80 点ほどに留まっている。 

（3）タイプ標本の 3D デジタルデータのイン
ターネット上での公開 
 日本産白亜紀アンモナイトのタイプ標本
の 3D データ（3D-PDF 形式）を、誰でも閲覧
できるようにするため、「3D digital model 
database for Type Specimens of Cretaceous 
ammonoid in Japan」のタイトルのホームペ
ージを作成した。ホームページは以下のアド
レ ス で 閲 覧 す る こ と が で き る
（ http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/
tsujino/3d_typespecimen/index.html）。世
界中の人たちが、容易に閲覧できるようにす
るため、対応言語を英語にしている。今後、
日本語版も作成する予定である。2015 年 4月
15 日現在で、27 点の 3D データをアップして
いるが、画像処理が完了したものから、順次、
ホームページ上にアップしていく予定であ
る。 
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